
 

酒造用白米の浸漬割れ測定法＊

 

中山 繁喜**、高橋 亨**

 

浸漬中に割れが見える米粒「浸漬割粒」は、正常粒より 1 粒当たりの吸水歩合が約 10％高い

ことが分かった。浸漬割粒の存在率は、酒米の品質を判定する上で重要な項目になると考えら

れたので、パソコンとスキャナーを使って測定する方法を設定した。この測定法は、浸漬時間

を正確に設定できる等実用的と思われる。昨年度使われた酒造用白米を測定すると、米品種間

差が大きく、精米歩合や白米水分による差を上回っていた。 
キーワード：浸漬割れ、醸造用白米 

 

Measuring Method of Immersion Crack 
 

NAKAYAMA Shigeki and TAKAHASHI Tohru 
 

We called the polished rice whose crack can be seen in water "grain cracked via soaking".  The 
water absorption rate was 10% higher than an undivided grain, and we devised a method of measuring 
the rate of occurrence of immersion cracks using a personal computer and a scanner.  Using this 
measuring method, immersion time can be set correctly.  When the polished rice for brewing used in 
the last fiscal year was measured, it turned out that the range in occurrence of cracks via soaking among 
the various kinds of rice is larger than the difference in the polishing rate or polished rice moisture.  
key words : grain cracked via soaking ,polished rice for “sake” 

 
1  緒  言 

胴割れは、胚乳部にひびが生じることを言い、浸漬時

の過剰吸水やもろみ中で過剰な溶解を引き起こす等、酒

造作業上好まれていない。胴割れは肉眼で確認できるが、

肉眼で確認できない微少な割れが生じている米粒が存在

しており、洗米、浸漬の工程で割れを確認することがで

きる。我々はこのような米粒を浸漬割米と呼び、胴割れ、

砕米と同様酒造作業上好ましいものではない。 

現行の酒米統一分析法1)では、浸漬割れを表す項目が

なく、高橋ら2)は、アルコールに白米を浸し肉眼で割れ

を測定する方法を考案し、白米の品質判定に用いている。

今回我々は、パソコンとスキャナーを用いて浸漬割れの

測定する方法を検討し、県内で使われている原料白米の

浸漬割れ度合いを測定したので報告する。 

 

2  実験方法 

2-1  測定サンプルと画像取得法 

白米サンプルは、岩手県酒造組合共同精米所から県内

酒造場向けに出荷した白米を用いた。 

米粒の観察は、角形シャーレ(100mm×140mm)に白米を

隣の粒と接しない様に置き、米粒が完全に浸るまで蒸留

水を入れて行った。この状態をスキャナーで画像として

パソコンに取込み（図 1）、画像解析ソフトで 1 粒ずつ

整列させ（図 2）、割れがある米粒を自動分別する。そ

の後測定者が画像を目視判定して浸漬割粒と正常粒を分

けた。この測定には飯米用浸漬割れ測定機 KHS-1000（㈱

山本製作所製）を用い、付属する画像解析ソフトは酒米

用にカスタマイズした。 

 

3  実験結果および考察 

3-1  1 粒当たりの浸漬吸水率 

白米を水に漬けると、細い線状の亀裂が入る「亀裂粒」、

外周に横や縦にくさび状の割れを生じる「割れ粒」、そ

れに外周だけが吸水し白くなっている「正常粒」が混在

する（図 3）。これらの米粒について１粒ごとに吸水率

を測定した。 

精米歩合 50％「吟ぎんが」87 粒を 12 分浸漬して、1

粒ごとの吸水率を測定した結果を図 4 に示した。縦に割

れた米粒が吸水率 34%と最も多く吸水し、ついで横割れ

粒が吸水率 32%、亀裂粒が吸水率 27%、正常粒は吸水率

24%と最も少なく、割れを起こした米とは 10%近い吸水率

の差があった。なお、横割れが 1 カ所ある米粒と 2 カ所

ある米粒とで吸水率の差は無かった。 

正常粒以外は「浸漬割粒」とし、全粒に対する浸漬割

粒の割合を「浸漬割率」とした。 

3-2 浸漬時間と浸漬割率 

白米を浸漬すると、米粒ごとに割れが始まる時間にバ

ラツキがあった。また、精米歩合によって吸水速度の差 
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図 1 浸漬米のスキャナー取込画像（浸漬時間 10分） 

 

 

図 2 浸漬米の整列画像 
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正常粒           亀裂粒          横割れ粒          縦割れ粒 

図 3 浸漬米の形状 

 

 

吸
水
率
（％
）

20

22

24

26

28

30

32

34

正常 亀裂 横割れ 横２カ所 縦割れ

割れの状態

吸
水
率
（％
）

20

22

24

26

28

30

32

34

正常 亀裂 横割れ 横２カ所 縦割れ

割れの状態

20

22

24

26

28

30

32

34

正常 亀裂 横割れ 横２カ所 縦割れ

割れの状態  

図 4 １粒当たりの浸漬吸水率 

 

があった。そこで精米歩合の異なる白米で、浸漬時間と

浸漬割率を測定した。その結果を図 5 に示す。 

精米歩合 70%「いわてっこ」白米は、30 分浸漬しても

浸漬割率が安定することはなかったが、精米歩合 60%「ぎ

んおとめ」、精米歩合 50%「吟ぎんが」、精米歩合 40%

「山田錦」は、浸漬時間 10 分で浸漬割率が安定した。 

縦割れ粒は、浸漬直後中心部に透明な部分があり正常

粒と同様に見えたが、浸漬 10 分後には粒全体が白くなり

正常粒と区別できた。また、精米歩合 60%以下の白米は

18 分、同 70％白米は 30 分で全ての米粒が白くなり縦割

れ粒と正常粒が区別できなくなった。 
このことから、浸漬割れの判定は浸漬後 10 分で行うこ

とにした。 
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図 5 浸漬時間と浸漬割率 

 

 

3-3 浸漬温度と浸漬割率  

浸漬割率は、浸漬水や白米の温度による影響があるこ

とが考えられ、水温と米品温を変えて 10 分後の浸漬割率

を測定した。 

精米歩合 50％「吟ぎんが」約 300 粒の浸漬試験の結果

を表 1 に示す。3 試験区間に浸漬割率の差がなく、温度

の影響は確認できなかった。白米そのものに割れの要因

を持っているためと思われた。 

表 1 浸漬割率と温度 

 米品温

水温 

４℃ ２２℃ 

  ４℃ ９０%   ８９% 

２２℃ － ９０% 

 

3-4 浸漬割率の測定法 
 浸漬割粒の判定、浸漬時間、浸漬水と米の温度の検討

結果から、精米歩合 60％以下白米の浸漬割率測定法を下

記のように設定した。 
1) シャーレに白米を隣の米粒と接しないように置く。 

2) 米粒全体が浸る様に蒸留水を入れ、10 分間浸漬する。 

3) シャーレ全体をスキャナーで画像として取り込む。 

4) 画面上で、中心部に円形の透明部分がある正常粒の数

と、それ以外浸漬割粒を計測する。 

5) 浸漬割率(%)＝浸漬割粒数÷全粒数×100 として算出

する。米粒は約 300 粒測定する。 

この方法は、浸漬米を画像として取り込むので、浸漬

時間を正確に設定できること、浸漬後の様子を画像とし

て保存することが可能等の利点がある。 
今後、浸漬作業中に割れ難い白米をつくるために、浸

漬割率を指標に適切な籾乾燥条件や精米条件を明らかに

したいと考えている。 
3-5 原料白米の浸漬割率 

県内で使用された醸造用白米の浸漬割率を測定し、そ

の結果を表 2 に示した。「吟ぎんが」は 82～94%、「ぎん

おとめ」は 53～63%、「美山錦」は 66～86%に散在した。

同じ品種でも最大 20%の差があった。精米歩合や白米水

分とは明確な相関はなく、酒造好適米品種に高い浸漬割

率がみられた。 
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表 2 醸造用白米の浸漬割率 

米品種 
精米歩合

(%) 
白米水分

(%) 
浸漬割率

(%) 
吟ぎんが 50 9.0 94 
吟ぎんが 55 9.3 84 
吟ぎんが 60 10.1 90 
吟ぎんが 65 10.8 93 
吟ぎんが 68 11.2 82 
ぎんおとめ 50 9.0 63 
ぎんおとめ 55 9.2 53 
ぎんおとめ 55 8.7 63 
ぎんおとめ 60 9.8 60 
山田錦 55 10.1 92 
美山錦 50 9.0 66 
美山錦 55 10.3 70 
美山錦 60 11.6 86 
玉栄 60 10.4 85 

ひとめぼれ 55 10.1 33 
トヨニシキ  11.6 60 
日本晴 60 13.8 14 
はなの舞 60 9.6 10 

 
4  結  言 

酒造用白米を浸漬すると、亀裂や割れを生じる米粒が

見える。これらの 12 分後の 1 粒当たり浸漬吸水率は、正 
常粒より最大 10％吸水率が高いことが分かった。我々

はこれらを浸漬割粒と呼び、パソコンとスキャナーを使

って存在割合を測定する方法を考案した。この方法は、

浸漬時間を正確に設定できること、浸漬後の様子を画像

として保存でき再計測が可能なこと等の利点がある。 

県内で使用された原料米をこの方法で測定した結果、

浸漬割率は、精米歩合や白米水分とは明確な相関はなく、

酒造好適米品種に高い浸漬割率がみられた。 
今後、浸漬中に割れ難い白米をつくるため、浸漬割率

を指標に籾乾燥や精米条件を検討する。 
 
本研究に用いた浸漬割れ測定機 KHS-1000 を使用させ

ていただいた㈱山本製作所･後藤恒義氏、画像ソフトの

カスタマイズを行っていただいた同社大泉隆弘氏に深

謝します。 
 
文  献 

1) 酒米研究会：酒造用原料米全国統一分析法（1996） 

2) 高橋 仁:秋田県総合食品研究所醸造試験場講習会

資料（2005） 

 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


